
浜
松
に
お
け
る
繊
維
機
械
工
業
。
成
立

大

塚

回
目

利

て
は
じ
め
に

遠
州
織
物
業
の
中
心
で
あ
る
浜
松
に
は
明
治
後
期

K
多
く
の
織
機
製
造
者
が

あ
ら
わ
れ
、
昭
和
初
期
に
至
る
ま
で
綿
用
力
織
機
を
主
と
す
る
わ
が
国
の
主
要

な
繊
維
機
械
工
業
地
の
一
つ
を
形
成
し
て
き
た
。
浜
松
市
を
は
じ
め
と
す
る
静

岡
県
西
部
地
域
は
、
わ
が
国
の
代
表
的
左
綿
織
物
工
業
地
域
の
一
つ
で
あ
り
、

綿
織
物
業
の
関
連
産
業
と
し
て
織
機
を
は
じ
め
と
す
る
繊
維
機
械
工
業
が
発
達

し
た
。
豊
田
佐
吉
が
綿
織
物
用
の
小
巾
織
機
を
発
明
し
た
吉
津
村
(
現
湖
西
市
)
は

浜
松
の
西

K
位
置
し
て
な
夕
、
こ
こ
も
綿
織
物
業
の
さ
か
ん
左
と
と
ろ
で
あ
っ

た
o

豊
田
佐
吉
は
名
古
墨
を
企
業
化
。
拠
点
と
し
た
た
め
、
以
後
浜
松
と
の
直

接
の
関
係
は
な
く
左
っ
た
が
、
そ
の
後
浜
松
に
は
織
機
製
造
業
者
が
輩
出
し
、

そ
O
た
め
機
械
の
普
及
は
め
ざ
ま
し
く
、
当
地
域
の
綿
織
物
は
そ
れ
に
よ
っ
て

製
品
の
均
質
性
を
高
め
、
や
が
て
海
外
へ
も
市
場
を
拡
げ
遠
州
織
物
。
地
位
を

確
立
す
る

κ
至
っ
た
。

わ
が
国
k
b
け
る
繊
維
機
械
工
業
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
カ
織
機
の
移
植
と

国
産
化
、
そ
れ

K
よ
る
手
機
の
駆
え
ー
で
第
一
次
大
戦
後

K
大
き
く
発
展
し
、

第
二
次
大
戦
時
に
は
兵
器
工
業
、
工
作
機
械
工
業
に
転
換
し
た
(
2
〉
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
o

ま
た
明
治
期
の
繊
維
工
業
の
分
布
は
、
東
京
、
大
阪
、

(

3

)

 

名
古
屋
な
ど
に
顕
著
で
あ
っ
た
ほ
か
、
金
沢
、
桐
生
、
山
形
等
の
機
業
地
で

も
織
機
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
浜
松
の
繊
維
機
械
工
業

K

(

4

)

 

つ
い
て
は
、
主
左
創
業
者
の
企
業
努
力
ゃ
業
界
の
動
向
を
論
じ
た
ほ
か
は
、

あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
浜
松
の
繊
維
機
械
工
業
は
、
第
二
次
大
戦
中

K
は
工
業
機
械
工
業
へ
転

換
し
た
も
の
の
ほ
か

K
、
大
戦
後
は
当
地
域
に
発
生
し
た
オ
ー
ト
バ
イ
工
業

K

移
行
す
る
な
ど
、
先
行
産
業
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を
果
し
た
o

多
種
の
工
業

が
立
地
す
る
工
業
地
域

K
な
い
て
は
、
あ
る
種
の
工
業
が
他
の
工
業
と
関
連
し

あ
っ
て
さ
ら
に
発
達
し
た
り
、
あ
る
い
は
古
く
か
ら
立
地
し
て
い
た
先
発
の
工

業
が
、
新
し
い
工
業
の
発
達
に
関
与
す
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。

現
在
浜
松
の
繊
維
機
械
工
業
に
は
力
織
機
、
染
色
機
、
備
機
念
ど
製
品

K
多

様
性
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
か
つ
て
の
集
積
は
み
ら
れ
な
い
o

し
か
し
そ
の

過
程
で
綿
織
物
業
の
発
達
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
他
の
工
業
の
発
達

K
係
わ

っ
た
点
は
見
逃
せ
左
い
。
本
研
究
は
浜
松

k
b
け
る
繊
維
機
械
工
業
の
成
立
を

明
ら
か

K
し
、
浜
松
機
械
工
業
地
域
の
形
成
を
解
明
す
る
研
究
の
一
端
と
す
る

← 13 

も
の
で
あ
る
。

一
て
藩
政
期
に
お
け
る
綿
織
物
工
業
の
発
達
と
結
織
機
の
普
及

付
綿
織
物
業
の
発
生
と
定
着
遠
州
地
方

K
な
け
る
綿
織
物
業
の
発
生
は
、

わ
が
国
の
織
布
業
地
域

k
b
い
て
み
ら
れ
た
よ
う

K
、
農
家
の
副
業
と
し
て
藩

政
後
期
以
降
発
達
す
る
一
方
、
浜
松
藩
主
の
奨
励
も
あ
っ
て
以
後
次
第

K
発
達

し
は
じ
め
た
。

当
地
域
は
わ
が
国
の
主
要
左
綿
作
地
域
の
一
つ
で
あ
る
三
河
に
援
し
、
浜
松

の
北
か
ら
現
浜
北
市
域
へ
か
け
て
の
低
位
段
丘
地
域
は
、
古
く
か
ら
の
棉
花
栽

培
地
拡
5
)で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
天
龍
川
右
岸
低
地
の
北
部
で
は
、
こ
の
段
丘

面
上
を
中
心
K
B
T
く
か
ら
農
家
に
よ
る
綿
織
が
発
達
し
た
c

段
丘
面
上
は
水
田

F
6
)
 

率
が
低
く
、
従
っ
て
農
家
は
織
布
の
兼
業
を
必
要
と
し
た

o

と
の
綿
作
地
域

の
南

K
位
置
す
る
笠
井
(
現
浜
松
市
笠
井
町

)
K
は
五
、
十
の
市
が
た
ち
、

ζ 



れ
は
街
道
で
も
屈
指
の
市
で
、
綿
織
物
の
取
引
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
。
ま
た

こ
の
市
と
そ
こ
で
取
引
に
あ
た
っ
た
ボ
テ
l

(
棒
手
振
り
)
の
存
在
も
無
視
で

主
二
必
い
。

笠
井
の
内
方

K
位
置
す
る
貴
布
禰
村
(
現
浜
北
市
貴
布
禰
町
)
の
問
屋
「
木

俣
家
」
の
古
記
録

K
よ
れ
ば
、
一
七
九
九
(
寛
政
十
一
)
年
頃
に
は
白
木
綿
を

え

(

7

)

扱
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
む
り
、
ま
た
遠
州
地
方
に
な
い
て
綿
織
物
が
商
品

日

(
8
)

と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
最
初
の
年
は
享
手
年
間
(
一
八

O
一
1
0
四
)

わ
れ
て
去
り
、

ζ

の
と
き
遠
州
縞
(
笠
井
縞
、
河
西
縞
と
も
呼
ば
れ
た
)
の
名

が
あ
ら
わ
れ
て
凶
る
c

こ
れ
ら
の
ζ

と
か
ら
遠
州
地
方
の
綿
織
物
は
寛
政
、
一
字

和
期
を
中
心
と
し
た
江
戸
後
期
の
早
い
時
期

K
は
~
商
品
化
さ
れ
て
い
た
と
み
て

(

9

)

 

よ
い

o

た
だ
そ
の
流
通
範
囲
は
、
笠
井
を
中
心
と
す
る
地
方
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。一
八
四
五
(
弘
化
二
)
年
に
浜
松
城
主
と
左
っ
た
井
上
河
内
守
は
、
藩
財
政

窮
乏
の
左
か
で
藩
士
に
も
織
布
を
奨
励
し
た
o

藩
主
は
前
任
地
の
上
州
館
林
か

ら
織
布
技
術
を
導
入
し
、
そ
れ
は
機
業
先
進
一
地
の
斬
新
な
織
布
を
普
及
さ
ぜ
る

と
と
も
に
、
周
辺
地
域
の
織
物
業
を
さ
ら
に
さ
か
ん
に
す
る
ζ

と
と
な
っ
た
。

城
下
町
を
囲
緯
す
る
東
部
か
ら
南
部
の
農
村
地
域
で
も
古
く
か
ら
綿
織
が
行
わ

れ
、
そ
ζ

か
ら
可
美
、
舞
阪
へ
か
け
て
の
砂
丘
地
帯
で
も
棉
作
が
行
わ
れ
て
い

た
。

ζ

の
浜
松
の
東
部
、
南
部
地
域
で
の
織
布
は
天
保
年
間
(
一
八
三

O
l
四

一一二

K
勃
興
し
た
と
さ
れ
る
が
、

ζ

の
頃
馬
領
家
村
(
現
浜
松
市
領
家
町
)
の

藩
士
の
も
と
に
奉
公
し
、
機
織
の
技
術
を
習
得
し
た
の
ち
中
島
村
(
現
浜
松
市

cm) 

中
島
町
)
に
嫁
い
だ
小
山
み
を
が
い
る

c

み
を
は
後
年
木
戸
町
の
東
海
道
沿
い

に
製
造
場
を
設
け
、
婦
女
子
を
集
め
て
織
布
業
を
興
し
た
o

や
が
て
そ
の
技
術

を
習
得
し
た
織
女
た
ち
は
近
在
農
村

K
嫁
い
で
そ
の
技
術
を
広
め
、

ζ

う
し
て

織
布
業
は
佐
藤
、
芳
川
、
掛
塚
を
は
じ
め
、
広
く
周
辺
農
村
で
発
達
す
る

K
至

っ
た
。

(
明
治
四
)
年

K
は
浜
松
城
代
井
上
延
陵
が
、
士
族
授
産
の
た
め

に
成
子
町

K
勧
工
場
を
設
立
し
て
さ
ら
に
興
隆
を
は
か
っ
た
が
、
ま
だ
全
般
的

に
は
従
来
の
生
産
・
流
通
形
態
を
ぬ
け
で
て
な
ら
ず
、
と
の
状
態
は
一
八
八

O

八
戸ヒ

(
明
治
十
一
二
)
年
頃
ま
で
続
い
た
。

司

紡

織

機

の

移

入

と

普

及

以

上

の

よ

う

K
遠
州
綿
織
物
が
一
八

O
O年

頃
か
ら
商
品
化
を
み
つ
つ
次
第

K
発
達
し
た
過
程

κ
な
い
て
、
紡
織
機
の
移
入

と
そ
の
普
及
が
織
布
の
生
産
量
の
増
大

K
寄
与
し
た
点
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
の

一
つ
は
一
八
一
六
(
文
化
十
三
)
年
に
唐
弓
が
移
入
さ
れ
た
こ
と
で
、
他
の
一

つ
は
そ
の
前
年
一
八
一
五
(
文
化
十
二
)
年

K
高
機
が
移
入
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
(
表
1

)

O

入
野
村
(
現
浜
松
市
入
野
町
)
の
竹
村
広
蔭
が
見
聞
し
た
も
の

を
ま
と
め
た
「
変
化
抄
し
に
よ
れ
ば
、
「
古
来
よ
り
綿
者
手
弓
こ
て
打
来
候
処
、

目

(

は

)

文
化
十
三
年
よ
り
唐
弓
と
申
ニ
キ
成

:
:
:
L

と
あ
り
、
唐
弓
が
農
家
に
浸
透

す
る
一
方
、
組
打
屋
が
発
生
し
た
ζ

と
も
記
さ
れ
て
い
る
o

と
れ

K
よ
っ
て
綿

の
生
産
量
は
従
来
の
手
弓
に
比
べ
て
数
十
倍
と
左
り
、
大
量
の
綿
を
生
産
す
る

こ
と
が
可
能
と
在
っ
て
綿
打
屋
の
ほ
か

K
綿
替
屋
と
い
う
新
し
い
職
業
を
も
生

(
2〕

む
に
至
っ
た

1
0

と
れ
が
の
ち
に
織
元
ま
た
は
問
隠
へ
と
変
質
し
て
い
く
の
で

あ
り
、
唐
弓
の
移
入
は
単
に
綿
の
生
産
量
を
増
大
さ
せ
た
だ
け
で
左
く
、
分
業

体
制
を
生
み
生
産
流
通
機
構
を
も
変
革
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

古
同
機
に
つ
い
て
は
、
「
高
機
ハ
古
来
無
之
候
処
、
文
化
十
二
年
之
比
よ
り
始

(3) 

り
候
L
I
1
と
あ
る
。
文
化
文
政
期
は
全
国
的
に
古
同
機
が
広
ま
っ
た
時
期
と
さ
れ

る
が
、
浜
松
は
足
利
な
ど
と
と
も

K
比
較
的
早
い
時
期

K
取
り
入
れ
て
な
り
、

nu) 

文
政
期

K
移
入
を
み
た
尾
西
や
八
王
子
よ
り
も
早
か
っ
た
む
高
機
は
従
来
の

一 14~



坐
機

K
比
べ
て
機
織
の
疲
労
度
が
少
な
く
、
機
能
が
優
れ
て
い
た
た
め
複
雑
念

織
布
の
製
造
も
可
能
で
、
以
後
の
織
物
業
の
発
達

K
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

下
っ
て
文
久
年
間
(
一
八
六
一

1
六
二
一
)
年
に
な
る
と
、
且
貝
布
禰
村
の
木
俣

〈
ら
が
一
度

K
十
反
を
続
け
て
織
れ
る
十
反
引
の
器
具
を
考
案
し
た
o

こ
れ
が

従
来
の
二
反
引
に
と
っ
て
か
わ
り
、
周
辺
の
農
家
に
浸
透
し
た
o

つ
い
で
明
治
維
新
前
後
に
は
、
古
同
機
が
改
良
さ
れ
て
い
る
o
浜
怯
発
展
史

K

よ
れ
ば
拍
越
村
(
現
浜
松
市
船
越
町
)
で
改
良
高
機
を
製
作
使
用
す
る

K
至
つ

へ
お
)

た
と
あ
り
、
古
く
か
ら
手
織
機
が
製
造
さ
れ
て
き
て
そ
の
製
造
業
者
ら
に
よ

っ
て
改
良
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
o
例
え
ば
船
越
村
の
水
野
奥
蔵
-

v

増
蔵
・
寅
土
口
父
子
は
江
戸
期
か
ら
明
治
前
期

K
か
け
て
手
織
機
、
足
踏
織
機
を

製
造
し
(
表

1
)
、
そ
の
織
機
は
「
船
越
機
し
と
呼
ば
れ
て
好
評
を
博
し
広
く

使
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
前
述
の
改
良
高
機
を
製
作
し
た
の
は
こ
の
父
子
左

ど
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
当
時
の
坐
機
は
木
製
で
あ
り
、
大
工
職
人
ら

に
よ
っ
て
多
く
製
作
さ
れ
た
と
い
う

sr

一
二
、
バ
ッ
タ
ン
・
足
踏
織
機
の
普
及
と
織
布
業
の
確
立

什
明
治
前
期
に
お
け
る
織
布
業
の
確
立
遠
州
織
物
が
そ
の
販
路
を
県
外

に
拡
げ
た
の
は
一
八
八

O
(明
治
十
二
一
)
年
頃
か
ら
で
、
ま
た
こ
の
頃
よ
り
次

第

K
織
布
を
専
業
も
と
す
る
も
の
が
現
わ
れ
は
じ
め
た
。
わ
が
国
の
綿
織
物
業
は

愛
知
以
西
で
発
達
し
て
い
た
た
め
、
遠
州
織
物
は
東
に
市
場
を
求
め
、
静
岡
県

東
部
を
経
て
山
梨
や
東
京
へ
進
出
し
た
の
は
一
八
八
一

J
八
二
(
明
治
十
四

J

十
五
)
年
頃
で
あ
っ
た
o

そ
の
後
一
八
八
六
(
明
治
十
九
)
年
頃
ま
で
に
は
、

長
野
地
方
や
東
北
地
方
、
北
海
道
へ
進
出
す
る
に
至
っ
た
。
以
上
の
よ
う
左
市

場
の
拡
大
は
当
然
生
産
量
の
増
大
に
よ
っ
て
可
能
と
左
る
も
の
で
あ
り
、
事
実

こ
の
時
期
す
左
わ
ち
一
八
八

0
1
九

0
年
代
は
、
紡
績
業
の
発
達
や
織
機
の
普

及
、
流
通
面
の
近
代
化
左
ど
に
よ
っ
て
、

達
し
た
時
で
あ
っ
た
。

当
地
域
の
綿
織
物
業
が
飛
躍
的
に
発

ま
ず
綿
糸
の
供
給
が
増
大
し
た
こ
と
は
、

ガ
ラ
紡
の
発
達
、
遠
州
紡
績
会
社

の
設
立
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
o

表

1

K
示
し
た
ど
と
く
一
八
七
七
(
明
治

十
)
年
頃
、
植
村
喜
平
が
三
河
よ
り
ガ
一
フ
紡
を
移
入
し
、
牛
に
牽
か
せ
て
紡
績

を
試
み
て
い
た
が
、
そ
の
後
一
八
八

O
年
頃
杉
浦
仁
平
が
同
じ
く
三
河
よ
り
ガ

ラ
紡
を
移
入
し
、
天
龍
川
に
沿
う
中
善
地
(
現
浜
北
市
中
差
口
地
)
で
、
小
河
川

(
h
u
)
 

K
懸
る
水
車
を
利
用
し
て
行
左
っ
た
の
が
端
緒
と
在
っ
た

c
以
後
当
地
で
は

米
揚
用
水
車
を
利
用
し
て
ガ
ラ
紡
を
行
な
う
者
が
続
出
し
、
業
者
は
六
十
人

K

及
ん
だ
と
い
わ
れ
る
o

た
だ
し
永
続
き
は
し
左
か
っ
た
。

一
方
一
八
七
九
年
、

二
俣
(
現
天
龍
市

)
K
遠
州
紡
績
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

設
立
者
は
浜
松
と
周
辺
の
有
力
者
で
、
一
八
八
四
(
明
治
十
七
)
年
か
ら
稼
動

を
開
始
し
た
c

こ
の
会
社
は
一
八
九
三
(
明
治
二
十
六
)
年

K
解
散
し
、
日
露

戦
争

K
至
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

ζ

れ

K
よ
っ
て
大
量
の
綿
花
が
供
給
さ
れ
、

ま
た
遠
州
織
物
を
洋
ペ
紡
績
糸
へ
転
換
さ
せ
る
と
と
に
な
っ
た
o

一
八
八
一
(
明
治
十
四
)
年
頃
、
パ
ツ
タ
ン
が
移
入
さ
れ
た
o

浜
松
地
方
で

は
こ
れ
を
チ
ャ
ン
カ
ラ
と
呼
び
、
手
で
紐
を
引
く
と
と
に
よ
っ
て
ほ
打
を
左
右

K

走
ら
せ
る
も
の
で
、
そ
の
能
率
は
従
来
の
子
機
の
数
倍
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
前

述
の
綿
糸
供
給
量
の
増
加
と
が
相
倹
っ
て
綿
織
物
の
生
産
量
は
増
大
し
、
ま
た

バ
ッ
タ
ン
装
置
は
坐
機
に
取
付
け
る
こ
と
が
で
き
左
い
た
め
、
以
後
坐
機
か
ら

高
機
へ
の
転
換
が
急
速
に
進
ん
だ
o

一
八
八
七
(
明
治
二
十
)
年
頃
に
は
、
パ

ツ
タ
ン
が
大
い
に
普
及
す
る
に
至
っ
た
o

以
上
の
ほ
か
一
八
八
一
年
代
は
笠
井
の
ボ
テ

l

(
棒
手
振
り
)
二
十
人
に
よ

っ
て
西
遠
産
業
者
が
創
設
さ
れ
、
太
物
萌
物
産
社
を
経
て
一
八
八
へ
(
明
治
二
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十
一
)
年

K
は
西
遠
太
物
組
合
を
創
立
し
た
。
一
八
九
二
(
明
治
二
十
六
)
年

に
は
組
合
事
務
所
を
浜
松
陀
移
し
、
翌
年
陀
は
遠
江
織
物
組
合
と
改
称
し
た
。

の
ち
に
、
遠
江
織
物
同
業
組
合
と
在
る
と
の
組
合
は
、
製
造
業
者
、
販
売
業
者

を
は
じ
め
染
色
業
、
糸
販
売
業
者
を
包
含
し
て
、
品
質
向
上
、
業
界
の
近
代
化

に
努
力
す
る
一
方
、
問
崖
を
中
心
と
し
た
生
産
流
通
機
構
を
確
立
し
た
の
で
あ

る
o
こ
の
間
一
八
八
九
(
明
治
二
十
二
)
年
に
は
東
海
道
線
が
開
通
し
、
原
料

綿
糸
の
入
手
が
容
易
に
な
る
と
と
も
に
、
市
場
も
拡
大
し
た
o
ま
た
織
機
を
揃

え
た
織
布
工
場
が
み
ら
れ
る
よ
う

K
念
り
、
浜
松
の
市
街
地
や
浜
松
釈
の
周
辺

K
立
地
し
た
。
以
上
指
摘
し
た
諸
点
が
相
互
に
関
与
し
あ
っ
て
、
織
布
業
は
確

立
し
た
と
い
え
る
が
、

ζ

の
時
期
に
織
機
の
増
加
が
著
し
か
っ
た
ζ

と
を
指
摘

年代

1815 
佼化12)
1816 
(文化13)
1861臼
(来久年間
1868 
似掛前後
1877 植田喜平三何よりガラ紡を移入(成
(明治10)i機li乙町)
1879 遠州紡績会社設立~=>--J1.弐紡機設
(明治12) 置

(二俣町ヲ{稼動は 1884年)
杉浦仁平三何よりガラ紡を移入、中
警地&t-I伊nの水車Kより稼動

織機台数

及
e
誕
百の機織

)
一

紡
期
一

る
治
一

け
明
一
動

会

~

一

K
期
一

断
蛾
一

融
市
↑
普及

高機の移入

唐弓の移入

和泉尽くら(貴布橋村〉十反引器具を
考案
改良高機作られる

向

表 1

I邸O
(明治13)頃

830台

1881-82 
(明治14-15)
1銅7
@月治20)頃
1890(Ij月治23)1豊田佐吉木製人力織機発明
1892(明治24)1中村長太郎伊勢より松田式足踏織機15360台
1893(明治26)1を移入

1897頃-， ...1足踏織機が普及
(明治30年代)1
189宮 l豊田式力織機の採用
(明治32)以降| 遠陽織物(菅殿町)1∞台(899)

石津郎三郎(旭町) 20台(899)
中村長太郎(高林)台数::j'JJ月
清水安太郎(芳川D
鈴木桂三郎(薬師

1蜘〈鵬~~21 広巾織機の移入
1907(1明治40)1 

3817台
7010台

(浜松発展史(1954入遠江織物史稿(1966)、
遠州輸出織物史(1950)他より作成)

バッタン(当地方ではチャンカラ)
の移入
バッタンが普及、須山織機設立

一
八
九
二
(
明
治
二
十
五
)
年
に
は
五
三
六

O
台、

達
し
、
織
機
台
数
は
五
年
間
で
六
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
た
。

口
足
踏
納
機
の
移
入
と
織
機
業
者
の
台
頭
一
八
九
三
八
明
治
二
十
五
)

年

K
三
重
県
か
ら
松
図
式
足
踏
織
機
が
導
入
さ
れ
た
。
松
田
式
は
一
八
八
七
年

K
松
阪
で
発
明
さ
れ
た
も
の
で
、
栃
木
の
寺
沢
式
、
米
沢
の
鹿
野
式
、
高
柳
式

左
ど
に
先
ん
じ
て
考
案
さ
れ
た
織
機
で
あ
っ
た
o

足
踏
式
は
踏
木
を
踏
む
こ
と

で
織
機
を
動
か
す
も
の
で
、
そ
の
結
果
手
は
解
放
さ
れ
る
に
至
っ
た
c
能
率
も

パ
ッ
タ
ン
の
二
倍
以
上
と
左
り
、
一
日
に
七
反
強
を
織
る
ζ

と
が
可
能
と
な
つ

え
。 し

う
る
。

一
六
一
万
反

K

以
後
足
踏
織
機
は
、
明
治
三
十
年
代

K
広
く
普
及
し
た
o
足
踏
織
機
は
人
力

と
し
て
の
足
踏
み
を
動
力
に
置
き
か
え
れ
ば
力
織
機
と
念
る
訳
で
、
そ
の
意
味

(巴

で
は
足
踏
織
機
は
過
渡
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
o

し
か
し
機
能
的
に

は
略
完
成
品
と
し
て
の
原
理
を
見
h
出
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
種
々
の
改
良
が

左
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
長
い
期
聞
に
わ
た
っ
て
足
踏
織
機
が
使
用
さ
れ

た
と
と
は
、
そ
の
証
左
と
い
え
よ
う
口
明
治
三
十
年
代
を
通
し
て
足
踏
機
械
が

何
台
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九

O
七
(
明
治
四
十
)
年
に
は
足
踏
織

機
及
び
手
織
機
が
六

O
一
九
台
、
力
織
機
が
九
九
一
ム
ロ
で
、
八
六
%
は
ま
だ
足

踏
・
手
織
機
で
あ
っ
た
。

前
述
し
た
江
戸
時
代
か
ら
の
織
機
製
造
業
者
で
、
坐
機
か
ら
高
機
の
製
作
を

経
て
足
踏
餓
機
へ
歩
ん
だ
水
野
父
子
は
、
当
地
域
の
機
械
作
り
の
草
分
け
と
い

え
よ
う
。
一
八
八
七
年
に
は
須
山
伊
賀
蔵
が
「
須
山
織
機
」
を
設
立
し
、
高
機

の
製
造
か
ら
や
が
て
足
踏
機
に
転
換
し
た
o
須
山
伊
賀
蔵
は
建
具
職
人
で
あ
っ

た
が
、
愛
知
県
西
尾
で
パ
ツ
タ
ン
の
製
造
技
術
を
習
得
し
、
木
戸
町
で
製
造
を

開
始
し
た
o

ζ

の
あ
と
浜
松

K
は
、
何
人
か
の
古
問
機
製
作
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
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表

2
は
浜
松
陀
な
け
る
明
治
拐
の
織
機
業
者
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
o

い
わ

ゆ
る
ハ
タ
ゴ
ヤ
と
称
さ
れ
た
人
々
で
須
山
の
ほ
か
に
内
山
英
太
郎
、
仲
山
高
一
、

高
柳
遠
一
郎
、
中
山
八
百
士
口
は
い
ず
れ
も
高
機
の
製
造
に
あ
た
り
、
の
ち
に
足

踏
織
機
に
進
出
し
た
o

こ
れ
ら
業
者
が
い
つ
か
ら
高
機
の
製
造
を
行
な
っ
た
か

は
不
明
で
、
ま
た
高
機
の
前

K
坐
機
を
製
造
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ

う
左
職
に
あ
っ
た
か
も
明
ら
か
で
左
h
o

し
か
し
須
山
伊
賀
蔵

K
み
る
よ
う

K
、

ま
た
織
機
が
木
製
で
古
〈
坐
機
が
大
工
職
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ζ

と
を
考
え

る
と
、
彼
ら
も
何
ら
か
の
木
工
技
術
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
ζ

と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。
高
機
製
造
業
者
が
足
踏
織
機
に
転
換
し
た
の

K
続
い
て
、
新
た

K

足
踏
織
機
の
製
造
者
が
輩
出
し
た
。

四
、
織
機
工
業
の
成
立

H

足
踏
織
機
工
場
の
立
地
浜
松
に
な
け
る
織
機
工
業
の
成
立
を
考
え
た

と
き
、
足
踏
織
機
の
時
代
K
至
っ
て
織
機
業
者
が
多
く
現
わ
れ
た
点
は
注
目
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
明
治
期
を
通
じ
て
足
踏
織
機
業
者
は
二
十
人
に
達
し
た
の
で

あ
る
o

表
2
K
示
し
た
ど
と
く
一
九

O
四
年
(
明
治
三
十
七
)
年

K
、
鈴
木
政

次
郎
が
現
在
の
「
遠
州
製
作
」
の
前
身
で
あ
る
「
鈴
政
式
織
機
」
を
設
立
し
た
。

ま
た
同
年
鈴
木
道
雄
の
親
方
で
あ
っ
た
大
工
職
人
今
村
幸
太
郎
も
日
露
戦
争
を

機
に
織
機

K
転
じ
、
油
谷
七
歳
、
牛
田
栄
太
郎
が
あ
と
に
続
い
た
。
一
九

O
八

(
明
治
四
十
一
)
年

K
は
今
村
幸
太
郎
の
も
と
で
年
季
の
明
け
た
鈴
木
道
雄
が
、

独
立
し
て
足
踏
織
機
の
製
造

K
着
手
し
、
こ

ζ
K
「
鈴
木
自
動
車
工
業
」
の
前

身
で
あ
る
「
鈴
木
式
織
機
」
の
設
立
を
み
た
o

そ
の
後
名
古
屋
出
身
の
飯
田
弥

吉
が
馬
込
町

K
「
飯
田
式
織
機
」
を
設
立
し
、
一
九
一
二
年
に
は
「
鈴
木
式
織

機
」
の
監
査
役
で
あ
っ
た
酒
井
陸
太
郎
と
、
も
と
大
工
職
人
で
同
社
の
従
業
員

で
あ
っ
た
弟
の
酒
井
恵
喜
太
郎
の
兄
弟
が
独
立
し
、

「
酒
井
式
織
機
」
を
輿
し

た
C 

こ
の
よ
う
に
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
次
第

K
足
踏
織
機
の
製
造
者
が
所

初
し
た
o
彼
等
は
設
立
時
に
個
人
経
営
で
は
あ
っ
た
が
工
場
名
を
か
か
げ
、
専

業
の
織
機
業
者
と
し
て
出
発
し
た
o

ζ

れ
ら
創
業
者
に
大
工
職
人
が
多
か
っ
た

と
と
は
、
織
機
が
木
製
、
木
鉄
混
成
を
経
て
鉄
製
へ
と
進
ん
だ
そ
の
初
期
K
な

い
て
、
織
機
工
業
の
成
立
を
支
え
た
主
要
な
要
閣
で
あ
り
、
明
治
期
の
工
業
池

(巴

域
を
成
立
さ
せ
た
原
動
力
の
一
っ
と
し
て
鍛
治
職
人
や
飾
職
人
な
ど
と
と
も

に
無
視
で
き
な
い
。

以
上
の
ほ
か
に
坪
井
与
曾
次
、
水
野
久
平
、
田
辺
政
太
郎
、
山
下
要
蔵
、
川

合
徳
次
郎
、
黒
川
次
郎
吉
、
栗
田
某
ら
も
足
踏
織
機
の
製
造
K
従
事
し
た
o

坪

井
は
市
野
村
(
現
浜
松
市
市
野
町
)
で
一
八
九
四
(
明
治
二
十
七
)
年
頃
か
ら

製
造
に
着
手
し
、
足
踏
織
機
の
改
良
型
を
考
案
し
販
売
し
た
と
い
わ
れ
る
。
の

ち
に
は
足
踏
織
機
に
石
油
発
動
機
を
連
動
さ
せ
た
織
機
を
製
造
し
た
。
ま
た
笠

井
出
身
の
水
野
久
平
は
自
ら
は
工
場
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
鉄
機
の
部
品
や
他

の
繊
維
機
械
を
各
種
発
明
し
、
そ
の
技
術
は
鈴
木
政
次
郎
ら
に
伝
え
ら
れ
た
。

浜
松
に
足
踏
織
機
が
移
入
さ
れ
た
頃
、
豊
田
佐
士
口
は
豊
橋
で
糸
繰
返
機
を
発

明
し
、
続
い
て
動
力
織
機
の
研
究

K
没
頭
し
て
い
た
が
、
一
八
九
七
(
明
治
三

十
)
年

K
小
巾
織
機
を
発
明
し
た
o

と
れ
が
豊
田
式
木
製
動
力
織
機
で
あ
る
。

し
か
し
ζ

れ
が
す
ぐ
に
普
及
す
る
と
と
は
な
か
っ
た
o
豊
田
佐
吉
が
述
懐
し
た

よ
う

K
、
世
の
中
が
ま
だ
動
力
織
機
を
用
い
る
ま
で
に
は
進
ん
で
な
ら
ず
、
力

織
機
が
高
価
念
う
え
発
動
機
の
入
手
も
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
故
明
治
三
十
年
代

は
足
踏
織
機
の
時
代
で
あ
っ
た
。

口
明
治
期
の
織
機
工
業
の
分
布
明
治
期
の
織
機
業
者
は
前
述
の
よ
う
に

二
十
人
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
分
布
を
示
し
た
の
が
図
ー
で
あ
る
。
工
場
は
馬
込
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町
か
ら
木
戸
町
へ
か
け
た
地
区
と
菅
原
町

K
集
中
し
、
他
の
工
場
も
そ
の
周
辺

K
分
布
し
て
い
る
o

そ
れ
ら
は
当
時
の
市
街
地
の
は
ず
れ
に
あ
た
っ
て
い
た
o

馬
込
、
木
戸
町
に
工
場
が
多
か
っ
た
理
由
は
、
市
街
地
の
は
ず
れ
で
あ
っ
た
こ

と
の
ほ
か
に
、
木
一
戸
町
に
小
山
み
を
の
工
場
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
o

小
山
み

を
は
前
述
の
よ
う
に
奉
公
先
で
織
布
技
術
を
習
得
し
た
の
ち
、
一
八
六
九
(
明

治
二
)
年
頃
木
戸
町
で
織
布
業
を
興
し
た
o

須
山
伊
賀
蔵
は
東
海
道
を
は
さ
ん

で
、
そ
の
向
い
慨
に
織
機
工
場
を
設
立
し
た
o

ま
た
み
を
は
機
業
家
を
集
め
て

同
業
組
合
永
隆
社
を
組
織
し
た
こ
と
か
ら
も
、
近
在
に
は
機
業
場
が
集
積
し
は

じ
め
て
い
た
と
み
て
よ
く
、
そ
れ
ら
が
織
機
工
場
の
立
地
を
促
し
た
と
い
え
よ

う
。
ま
た
ζ

こ

浜松になける明治期の織機業者

ぅ
。
菅
原
町

K

織
機
業
者
が
多

か
っ
た
ζ

と
も

J号

は
浜
松
か
ら
織

布
業
の
さ
か
ん

な
市
野
、
笠
井
、

浜
北
あ
る
い
は

芳
川
を
経
て
五

島
、
掛
塚
方
面

4危前の験業

へ
至
る
主
要
左

道
路
の
起
点
で

あ
り
、

乙
の

ζ

と
も
要
因
と
し

て
指
摘
で
き
よ

表2

こ
れ
と
同
様
で
あ
り
、

西
方
の
東
海
道

κ沿
う
若
林
へ
可
美
村
)

な
よ
び
入
野
村
(
同
入
野
町
)

し
て
い
た
ζ

と
に
よ
る
と
い
え
よ
う
口

や
篠
原
村

左
ど
で
織
布
業
が
発
達

(
現
浜
松
市
篠
原
町
)

五
、
力
織
機
工
業
の
発
達

H

力
織
機
の
増
加
明
治
三
十
年
代
が
足
踏
織
機
の
時
代
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
豊
田
佐
吉
の
力
織
機
発
明
以
後
、
浜
松
で
は
そ
の
力
織
機
を
導
入
す
る

も
の
が
つ
づ
い
た
o

一
八
九
九
(
明
治
三
十
二
)
年
に
石
津
郁
三
郎
が
浜
松
駅

前
で
豊
田
式
力
織
機
二
十
四
台
を
据
え
た
の
に
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
桑
原
為
十

郎
、
中
村
忠
七
ら
が
菅
原
町
に
「
遠
湯
織
布
し
を
設
立
し
、
豊
田
式
織
機
百
台

で
繰
業
を
開
始
し
た
o

こ
れ
ら
は
数
年
を
経
ず
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
一
九

0

0
年
代
は
豊
田
佐
吉
の
出
身
地
で
あ
る
吉
津
村
(
現
湖
西
市
)
で
も
縁
者
ら
に

よ
り
織
機
四
十
台
を
据
え
た
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。
浜
松
陀
な
け
る
力
織
機
の

導
入
が
こ
の
よ
う
に
他
地
域
に
比
べ
て
早
か
っ
た
の
は
、
豊
田
佐
土
日
の
出
身
地

に
近
接
し
て
い
た
ζ

と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
o

続
い
て
中
村
長
太
郎
(
高
林
)
、

清
水
安
太
郎
(
芳
川
)
、
鈴
木
桂
三
郎
(
和
田
)
ら
が
導
入
し
た
o

明
治
後
期
に
な
け
る
遠
州
織
物
は
日
露
戦
争
後
に
か
な
り
の
発
展
を
示
し
、

わ
ず
か
左
間
で
あ
っ
た
が
満
州
市
場
を
確
保
し
た
。
ま
た
第
一
次
大
戦
時
に
は

一
九
一
六
(
大
正
五
)
年
頃
か
ら
ア
ジ
ア
へ
進
出
し
、
大
き
く
市
場
を
拡
げ
た
。

と
の
間
一
九

O
七
へ
明
治
四
十
)
年
に
は
、
浜
松
で
初
め
て
広
巾
織
機
が
据
え

つ
け
ら
れ
た
o

以
後
浜
松
に
な
け
る
織
布
業
の
発
展
と
力
織
機
の
伸
び
は
著
し

く
、
図

2

K
示
す
よ
う
を
傾
向
を
た
ど
っ
た
o

図
2
で
生
産
額
に
つ
い
て
み
る

と
、
一
九

O
四
(
明
治
三
十
四
)
年
ま
で
は
百
万
円
以
下
で
あ
っ
た
も
の
が
、

以
後
日
露
戦
争
後
と
第
一
次
大
戦
後
を
中
心
に
急
激
な
伸
び
を
示
し
、
一
九
一

九
(
大
正
八
)
年
に
は
六
千
万
円
を
越
す

K
至
っ
た
。
こ
の
生
産
額
の
推
移
と
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一
九

O
七
年
に
九
九
一
台
で
あ
っ
た
故
障
す
れ
ば
名
古
屋
ま
で
運
は
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
o

し
か
し

(
明
治
四
十
五
)
年

κ足
踏
織
機
・
手
織
機
の
台
数
を
一
九

O
八
(
明
治
四
十
一
)
年
頃
に
至
っ
て
、
浜
松
に
も
石
油
発
動
織
を
製
造

(
大
正
十
二
)
年
に
は
三
万
台
に
達
し
た
c

こ
れ
に
対
一
し
す
る
工
場
が
現
れ
は
じ
め
た
。
一
九

O
八
年
頃
木
戸
町
の
平
松
仙
助
は
中
古
の

て
足
踏
織
機
は
年
々
減
少
し
、
一
九
二
八
へ
昭
和
二
)
年

K
は
足
踏
織
機
六
五
一
馬
力
の
石
油
発
動
機
を
入
手
し
、
自
分
で
経
営
す
る
平
松
織
布
工
場
で
須
山

九
台
、
手
織
機
一
一
九
台
を
数
え
る
の
み
と
な
っ
た
c

式
織
機
を
用
凶
て
運
転
を
行
左
っ
た
。

ζ

の
あ
と
鈴
木
鉄
工
(
相
生
町
)
、
関

口
力
織
機
工
業
へ
の
移
行
力
織
機
が
普
及
す
る
の

K
つ
れ
て
、
浜
松
の
戸
鉄
工
(
馬
込
町
)
、
西
川
鉄
工
(
同
)
な
ど
が
設
立
を
み
、
三

1
五
馬
力
の

足
踏
織
機
業
者
も
次
第
に
力
織
機
の
製
造
へ
転
換
し
は
じ
め
た
o

一
九

O
六

石

油

発

動

機

を

製

作

し

た

o

と
れ
が
そ
の
後
の
力
織
機
製
造
を
促
し
た
o

当
地

(
明
治
三
十
九
)
年
に
須
山
謙
一
郎
が
木
鉄
混
製
力
織
機
を
完
成
し
、
続
い
て
方
の
電
力
は
、
一
九

O
四
年
に
「
浜
松
電
灯
」
が
送
電
を
開
始
し
た
が
、
電
力

鈴
木
政
次
郎
が
一
九
一

O
年

K
、
翌
一
九
一
一
年
に
は
鈴
木
道
維
が
そ
れ
ぞ
れ
が
工
場
へ
供
給
さ
れ
た
の
は
一
九

O
六
年
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
も
浜
松
町
の
限

成
功
し
た
o

以
下
表

2
K
示
し
た
よ
う
に
、
「
日
本
織
機
鉄
工
」
「
飯
田
夫
織
ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
o

さ
ら
に
郡
部
に
電
力
が
供
給
さ
れ
る
よ
う

K
な
る
の

機
L

「
酒
井
式
織
機
」
を
は
じ
め
、
高
柳
遠
一
郎
、
中
山
八
百
士
口
、
田
辺
政
太
は
一
九
一
二
年
か
ら
で
私
る
。
一
九
一
二
年
の
動
力
別
馬
力
数
を
み
る
と
、
七

郎
、
山
下
要
蔵
ら
が
相
つ
い
で
転
換
し
た
。
浜
松

K
な
け
る
全
て
の
力
織
機
業
三
一
、
五
馬
力
中
石
油
発
動
機
が
一
二
八
篤
力
を
占
め
、
ガ
ス
の
一
八
馬
力
、

者
は
足
踏
織
機
業
者
が
転
換
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
o

表
3

電
力
の
一
六
馬
力
(
却
)
K
比
べ
て
格
段
の
差
を
示
し
た
o

こ
の
と
と
か
ら
も
、
電

は
一
九
一
二
年

K
な
け
る
、
力
織
機
の
製
造
所
別
台
数
で
あ
る
o

総
台
数
回
七
力
の
普
及
に
先
が
け
て
石
油
発
動
機
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
わ
か
る
o

七
台
の
う
ち
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
豊
田
式
力
織
機
で
八
三
三
台
を
数
え
、
山
そ
の
後
電
力
の
普
及
と
あ
い
ま
っ
て
、
力
織
機
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
の

下
式
の
七
一
五
台
と
田
辺
式
の
六
七
六
台
が
ζ

れ
K
つ
い
だ
。

ζ

の
表
で
は
鈴
で
あ
る
が
、
織
機
の
製
造
業
者
は
逆

K
減
少
し
た
o

二
十
に
の
ぼ
る
足
踏
織
機

政
式
が
欠
け
て
な
り
、
ま
た
不
明
と
思
わ
れ
る
も
の
が
九
八
三
台
も
あ
っ
て
正
業
者
の
う
ち
、
力
織
機

K
進
出
し
え
た
の
は
半
数
で
、
さ
ら
に
大
正
・
昭
和
期

確
と
は
い
え
左
い
が
、
各
種
の
力
織
機
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
へ
存
続
出
来
た
の
は
五
社
托
す
ぎ
な
か
っ
た
。
「
鈴
木
式
織
機
」
は
一
挺
仔
織

表
中
足
踏
織
機
を
改
良
し
た
も
の
が
六
五
七
台
を
占
め
る
が
、
い
わ
ゆ
る
改
良
機
時
代
に
二
挺
仔
織
機
を
発
明
し
、
多
挺
行
織
機
会
社
と
し
て
の
地
位
を
築
く

機
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
、
前
述
の
よ
う

K
坪
井
与
曾
次
が
改
良
し
た
も
の
左
ど
一
方
、
捲
取
白
動
調
節
装
置
を
経
て
一
九

O
九
(
昭
和
四
)
年

K
は
サ
ロ
ン
織

が
こ
れ

K
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
o

機
を
発
明
し
た
。
ま
た
「
須
山
式
織
機
」
は
着
尺
織
機

K
特
色
を
も
ち
、
中
村

浜
松
の
織
布
業
が
力
品
刷
機
を
導
入
し
た
初
期
の
段
階
に
な
い
て
、
そ
れ
を
可
義
平
が
発
明
し
た
絹
綿
交
織
両
側
四
丁
仔
織
機
は
わ
が
国
を
席
巻
す
る
も
の
で

能
に
し
た
の
が
石
油
発
動
機
で
あ
る
o

浜
松
に
初
め
て
力
織
機
が
導
入
さ
れ
た

y

あ
っ
た
o

初
め
て
鉄
製
力
織
機
を
作
成
し
た
「
鈴
木
式
織
機
」
は
好
性
能
の
送

こ
ろ
、
浜
松
に
は
石
油
発
動
機
を
製
造
す
る
も
の
は
な
く
、
移
入
し
た
も
の
が
り
出
し
装
置
の
織
機
を
製
造
し
、
加
え
て
法
人
へ
の
移
行
に
際
し
て
は
社
長
に

l二力力
[il] 織織
り機機
、はの
、{申

一び

九は
ーよ

二く

致

し
て
主旨

り

ブL
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日
本
綿
花
社
長
喜
多
又
蔵
を
、
役
員
に
は
名
古
屋
電
力
社
長
福
沢
桃
介
の
ほ
か

に
木
俣
千
代
八
、
桑
原
為
十
郎
ら
地
元
徹
布
業
界
の
有
力
者
を
迎
え
て
経
営
基

(

1

)

 

盤
を
強
化
し
た
。
ま
た
前
出
の
鈴
木
道
雄
は
織
機
を
割
賦
販
売
し
た
2

こ
と
も

あ
り
、
五
社
の
存
続
に
は
以
上
の
よ
う
左
ζ

と
が
あ
ず
か
っ
て
い
た
o

一
方
他

の
多
く
は
優
れ
た
技
術
を
有
し
左
が
ら
も
、
資
本
力
、
経
営
手
腕
の
乏
し
さ
な

ど
に
よ
タ
廃
業
す
る

K
至
っ
た
。

明治期の浜松になける織機製造業者

(遠州機械金属工業発展史他より作成)

図 1

六
、
繊
維
機
械
工
業
地
域
の
形
成
と
工
作
機
械
工
業
へ
の
転
換

川
繊
維
機
械
工
業
地
域
の
成
立
大
正
期
以
後
綿
織
物
業
は
広
巾
織
物
の

台
頭
、
静
岡
県
に
よ
る
広
巾
織
物
の
奨
励
、
輸
出
織
物
販
売
利
用
組
合
っ
水
久

社
」
の
設
立
、
サ
ロ
ン
の
生
産
、
太
物
か
ら
細
物
へ
の
移
一
げ
な
ど
を
経
て
宅
展

し
、
昭
和
初
期
に
綿
織
物
業
地
域
と
し
て
の
成
立
を
み
る

K
至
っ
た
c

ま
た
そ

の
過
程
で
紡
績
業
も
発
達
し
、
「
浜
松
紡
績
一
(
一
九
一
七
)
、
「
日
清
紡
一

(
一
九
二
六
)
、
一
富
士
紡
」
「
浜
名
紡
」
(
一
九
一
一
七
)
が
設
立
さ
れ
、
さ

ら
に
染
色
業
、
整
理
業
も
相
前
後
し
て
発
達
し
た
o

そ
れ
に
と
も
な
い
ミ
従
来

i 
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の
織
機

K
加
え
て
紡
機
や
染
色
整
理
機
械
、
あ
る
い
は
準
備
機
、
仕
上
機
の
製

造
が
始
ま
り
、
そ
れ
ら
の
製
造
工
場
も
増
加
し
た
。

一
九
三
六
(
昭
和
十
一
)
年
前
後
の
繊
維
機
械
工
場
に
つ
い
て
み
る
と
、
全

部
で
三
九
工
場
(
鷲
津
三
工
場
叫
笠
井
一
工
場
を
含
む
)
あ
り
(
む
完
成
品
工

場
が
十
八
工
場
、
付
属
品
、
部
品
工
場
が
二
十
一
工
場
で
あ
っ
た
。
ま
た
完
成

品
工
場
の
内
訳
は
、
織
機
工
場
十
、
染
色
整
理
機
械
工
場
三
、
準
備
機
工
場
四
、

製
紐
機
工
場
一
で
あ
っ
た
。
ま
た
付
属
品
、
部
品
工
場
は
昭
和

K
入
っ
て
か
ら

の
増
加
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
完
成
品
工
場
は
足
踏
織
機
以
来
の
メ
ー
カ
ー
を
除

け
ば
、
船
大
工
が
設
立
し
た
工
場
も
あ
っ
た
が
、
明
治
期
と
異
左
り
創
業
者
は

既
存
の
工
場
を
燕
職
し
て
独
立
し
た
り
、
部
品
工
場
か
ら
転
換
し
た
も
の
が
み

ら
れ
た
。
一
方
付
属
品
、
部
品
工
場
K
つ
い
て
は
鉄
工
所
や
プ
レ
ス
工
場
か
ら

転
換
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
か
、
工
場
従
業
者
の
独
立
に
よ
る

も
の
も
認
め
ら
れ
た
。

図
3
は
一
九
三
六
年
の
繊
維
機
械
工
場
の
分
布
を
示
し
た
も
の
で
、
織
布
業

の
生
産
が
最
も
多
か
っ
た
時
期
に
あ
た
教ムロ

っ
て
い
る
。
古
く
か
ら
の
工
場
は
市
街
機
幻

地
内
に
分
布
す
る
が
、
新
し
い
工
場
は
鳩
川

市
街
地
の
外
周

K
立
地
し
た
。
野
口
町
、
間-ph 

佐
藤
町
、
砂
山
町
、
寺
島
町
念
ど
が
と
瞳

れ

K
相
当
し
、
そ
の
分
布
は
他
の
工
業
の

を
も
含
め
た
当
時
の
浜
松
の
工
業
化
傾
師

向
と
一
致
し
た
。
ま
た
市
街
地
か
ら
移
臨

転
し
た
工
場
も
現
わ
れ
、
「
遠
州
織
機
」

(
旧
鈴
政
式
織
機
、
現
遠
州
製
作
)
は

表 3

製造所別 台数 製造所別 台数

ブ織機総言十 4，777 
内訳
豊田式 833 中村式 142 
山下式 715 飯田式 122 
周辺式 676 中山式 107 

鈴木柳 式 206 足踏梯給改良 657 
高式 176 
須山式 160 (不 明) (983ヂ
来原資料には983は記されてい左い。

(浜松発展史 (1954)VCよる〕

一
九
三
六
年

K
国
鉄
高
塚
駅
の
西

K
移
転
し
た
。
さ
ら

K
一
九
三
九
年

K
は

「
鈴
木
式
織
機
」
も
高
塚
駅
近
く
に
移
転
し
、
繊
維
機
械
工
業
地
域
を
拡
大
さ

せ
た
。
口
工
作
機
械
工
業
へ
の
転
換
海
外
へ
市
場
を
拡
げ
著
し
い
発
達
を
み
せ

た
織
布
業
も
、
一
九
三
七
年
を
ピ
ー
ク

K
日
華
事
変
の
勃
発
以
降
減
少
K
転
じ

た
。
織
布
業
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
繊
維
機
械
工
業
。
も
、
加
え
て
ず
一
九
三
八
年

K
は
「
繊
維
機
械
製
造
制
限
令
」
を
う
け
、
事
実
上
わ
が
国
の
繊
維
機
械
の
生

産
は
停
止
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
り
、
浜
松
の
繊
維
機
械
工
業
も
同
様
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
で
機
械
工
業
の
母
と
も
称
さ
れ
る
工
作
機
械
は
、
新
し
い
機
械
工
業

が
発
達
す
る
う
え
で
、
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
産
業
と
な
る
も
の
で
あ
る
o

浜
松

k
b
い
て
も
一
九
三

0
年
代
後
半
か
ら
の
軍
需
工
業
化
へ
の
過
程

K
沿
い
て
、

工
作
機
械
製
造
の
必
要
性
が
要
求
さ
れ
た
。
当
時
の
浜
松
の
工
作
機
械
工
場
に

つ
い
て
み
る
と
一
九
一
一
一
七
年

K
は
七
工
場
ほ
ど
を
数
仁
お
)
た
が
、
う
ち
完
成
品

工
場
は
三
工
場
に
す
ぎ
-
な
か
っ
た
。
と
の
と
き
工
作
機
械
へ
転
換
し
て
い
っ
た

の
が
繊
維
機
械
工
業
で
、
「
鈴
木
式
織
機
」
「
遠
州
織
機
」
「
須
山
織
機
」

「
飯
田
織
機
」
「
日
進
機
械
」
左
ど
が
、
箪
需
品
を
生
産
す
る
傍
ら
プ
レ
ス
盤
、

旋
盤
、
研
削
盤
等
を
製
造
す
る
工
場
へ
と
か
わ
っ
て
い
っ
た
。
浜
松

k
b
け
る

工
作
機
械
工
業
の
成
立
は
、
の
ち

K
第
二
次
大
戦
後
の
浜
松
の
工
業
化
に
大
き

念
役
割
を
果
す
ζ

と
に
念
る
が
、
そ
の
成
立
に
繊
維
機
械
工
業
が
先
行
産
業
と

し
て
作
用
し
た
ζ

と
は
無
視
で
き
念
い
。

繊
維
機
械
工
業
と
工
作
機
械
工
業
は
、
第
二
次
大
戦
後
当
地
域
に
発
生
し
た

オ
ー
ト
バ
イ
工
業
の
成
立
に
大
き
在
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
以
上
の

よ
う
左
織
機
主
業
と
綿
織
物
工
業
、
工
作
機
械
工
業
と
の
間

K
み
ら
れ
た
工
業
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間
の
関
連
性
は
、

に
も
認
め
ら
れ
た

(
M

当
地
域
k
h
k
け
る
楽
器
工
業
の
発
達
を
中
心
と
す
る
工
業
化

七
、
お
わ
り
に

本
研
究
は
浜
松

k
b
け
る
繊
維
機
械
工
業
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
を
明
ら
か

に
し
た
も
の
で
あ
る
o

要
約
す
れ
ば
以
下
の
と
な
り
と
左
ろ
う
o

①
 
浜
松
k
h
M
け
る
紡
織
機
の
第
一
の
変
革
は
、

• f;'酸峨 L喝

@調砂備織、染色.-eJlJ!後他的ユ場

一
八
一
五
(
文
化
十
二
)

年

K
な
け
る
古
同

機
と
翌
年
の
唐

弓
の
移
入
、
文

浜松Kむける繊維機械工場の分布 (1936)

(全国工場通覧他より作成)

図 3

久
年
間
(
一
八

六
一

t
六
一
二
)

k

b
け
る
十
反

引
の
考
案
で
あ

る
o

乙
れ
ら
が

従
来
の
坐
機
、

手
弓
、
二
反
引

に
と
っ
て
か
わ

り
、
遠
州
織
物

の
藩
政
中
期
か

ら
の
商
品
化

K

大
き
左
影
響
を

及
ぼ
し
た
。

① 

明
治
維

新
前
後
か
ら
高
機
を
改
良
し
た
も
の
が
、
浜
松
で
も
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
で
一
八
八
一
(
明
治
十
四
)
年
頃
パ
ツ
タ
ン
が
移
入
さ
れ
た
o

こ
れ
は
在

来
の
坐
機
を
高
機
に
転
換
さ
せ
、
織
布
の
生
産
量
を
増
大
さ
せ
た
。

③
一
八
九
二
(
明
治
二
十
五
)
年
に
足
踏
織
機
が
移
入
さ
れ
、
次
第
に
足

踏
織
機
を
改
良
す
る
も
の
も
現
わ
れ
、
明
治
三
十
年
代

K
は
足
踏
織
機
を
製
造

す
る
業
者
が
輩
出
し
た
。
創
業
者
の
中
に
大
工
職
人
や
建
呉
職
人
が
み
ら
れ
た

と
と
は
、
足
踏
織
機
の
成
立
が
木
工
技
術
者
に
負
う
と
ζ

ろ
が
大
で
あ
っ
た
ζ

と
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
存
在
は
無
視
で
き
左
い
。

④
明
治
四
十
年
代
に
な
っ
て
、
力
織
機
工
業
が
興
隆
し
た
o

最
も
多
い
と

き
は
十
社

K
上
り
、
そ
れ
は
全
て
足
麟
織
機
業
者
が
進
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
技
術
の
連
続
性
を
認
め
う
る
も
の
の
、
存
続
し
え
た
も
の
は
半
数
の

五
社
で
あ
っ
た
。
ま
た
石
油
発
動
機
の
工
場
が
出
現
し
た
こ
と
も
、
力
織
機
工

業
の
発
生
に
と
っ
て
重
要
左
要
因
と
な
っ
た
。
さ
ら

K
豊
田
佐
士
口
の
出
身
地
に

近
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
た
と
い
え
る
o

22-

明
治
期
k
h
x
け
る
織
機
工
場
は
、
木
戸
町
、
馬
込
町
と
菅
原
町
を
中
心

と
す
る
地
区

K
多
く
立
地
し
た
o

ζ

ζ

は
当
時
の
市
街
地
の
は
ず
れ
で
あ
り
、

ま
た
織
布
業
の
さ
か
ん
な
近
在
農
村
と
を
結
ぶ
道
路
の
起
点
で
も
あ
っ
た
o

木

一戸町

K
小
山
み
を
が
織
布
工
場
を
設
立
し
た
こ
と
も
見
の
が
せ
左
h
o

@
繊
維
機
械
工
業
は
昭
和
期

K
入
っ
て
、
力
織
機

K
加
え
紡
績
機
械
、
染

色
整
理
機
械
、
準
備
機
、
仕
上
機

K
製
品
を
多
様
化
し
、
部
品
工
場
も
立
地
し

て
工
場
数
も
増
加
し
た
o

⑦
繊
維
機
械
工
業
は
日
華
事
変
以
後
軍
需
工
場
化
す
る
一
方
、
工
作
機
械

工
業
へ
と
転
換
し
た
口
そ
れ
は
繊
維
機
械
工
業
が
工
作
機
械
工
業
の
先
行
産
業

と
な
っ
た
と
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
o

⑤ 
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前
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浜
松
地
域

k
b
け
る
楽
器
工
業
の
集
積
」
地
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A Study on the Formation of the Texti le Machine 

Industries in Hamamatsu 

Masatoshi Ohtsuka 

Hamamatsu， Shizuoka Prefecture， is cotton texti1e manufactureing 
reg工ons工nceabout the midd1e of， and in r巴lationto the manufac-

七ureinghas developed tex七i1emachineエndus七rユes. The objec七 of

七hiss七udyis to exp1ain七hedeve10pmen七 oftex七i1emachine 

indus七r工esin Hama皿atsuregion. 

The textile machines 工near1y days had depended to the brought 

goods from other advanced region. In 1880・sthere were brough七
hand 100ms which ca工ユ巴d"Ba七七an"，and in 1893 七read1eユoomswere 
brough七 toHamamatsu. 

Since abou七 1900 阻むly七read1e100m makers appeared a七 Hamama七su・

20 makers were estab1ished in thef工ourishdays of M巴iji. Some 

of them were hand 100m makers， carpenters and joiners before. We 
can recognize tha七七hewoodcraf七 inthe 0工dage succe巴ded七O 七he

production of new 10oms. 

From abou七 1910power工oomshad become to be produced in Hamama-

tsu. The number of七hatfactories amoun七edto七enand their 

chiefs were a11 tread1e makers. The factor工eswereユoca七edon the 

ends of the town. There w巴remany co七tontexti工eworks and the工r

si七uationextended roads to七hef10urish vi11ag巴sof cot七on七ex-

七i1emanufacturing. 

The 七巴xti1emachine industry have produced not on1y power 100ms 

but a工sosp工nnl.ng，arranger且ent，dye， adjus七mentand finユshing
machines in .ear1y Showa. And the number of fac七ories 工ncreased

too. But from 七helate of 1930's the 七ex七工1emachine factories 

changed to 七hewar p工叩tsand machine too1s factories. 
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